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地域の皆様に支えられて
「佐久穂小学校・佐久穂中学校」が
開校10年目を迎えることができました

地域の皆様に支えられて
「佐久穂小学校・佐久穂中学校」が
開校10年目を迎えることができました
キャリア教育・ふるさと学習など学校を支えてくださり、ありがとうございます。

佐久穂小・中学校は10年前に、地域の皆様からの基本理念のもと開校しました。

１　地域に親しまれ、地域のシンボルとなる魅力ある学校
２　小学生と中学生、地域の方が交流する学校
３　自然環境を活かしたエコスクール
４　安心、安全に配慮した癒しを感じる学校
５　義務教育９年間を通じ、子どもたちの知・徳・情・体を育む学校

①小中一貫教育
　・「９年間を見通した学習指導」を実施しています。
　・行事・日常の活動を通して小中学生が交流しています。
　・小学校から中学校へスムーズに移行させるため小学校５年生
　　から教科担任制を実施しています。
②英語教育
　・文部科学省の教育課程特例校の指定を受け小学校１年生から教科として英語を学んでいます。
　・９年間を見据えた「独自の英語プログラム」を実施しています。
③キャリア教育・ふるさと学習
　・ふるさと佐久穂を愛する子どもを育てるために「系統的なキャリア教育・
　　ふるさと学習」を実施しています。
　・森林体験学習プログラムを通して、自己の将来とのつながりを見通しな
　　がら、社会的・職業的自立に向けた資質・能力を身につけています。

特色ある教育　佐久穂教育　三本の柱

①町費教職員（先生）の充実
　・担任の補助を行う先生、小学生に教科の授業をする中学校の先生、図書館の先生、不登校対応の先生、
　　中間教室の先生、児童介助員、地域連携の先生、進路指導の先生など町採用の先生を多く配置して、
　　教育体制の充実を図っています。
②特別支援教育の充実
　・特別支援教室（知的障がい、自閉症・情緒障がい）の充実
　・通級指導教室（まなびの教室（学習障がい等通級指導教室）、
　　ことばの教室（言語障がい通級指導教室））の充実
　・小諸養護学校小学部・中学部分教室（ゆめゆりの丘分教室）の設置
　・学習障がい等通級指導教室のサテライト教室の設置

佐久穂教育推進のための教育体制の充実
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佐久穂町教育委員会　こども課　学校教育係

学校応援団、地域の皆様に支えていただいています。
　学校応援団で、安全パトロール、読書、人材バンク、学習支援、福祉教育と
それぞれの立場から学校を支えていただいています。
　現在80名程度の方の登録をいただいていますが、より一層の充実を図るためには、皆様
のご協力が必要です。ご応募お待ちしています。

①温かい給食の提供
　・校舎内に設置している共同調理場で、出来立ての温かい給食を提供しています。
②地域食材の活用
　・季節の食材や地場農産物を取り入れた献立づくりを推進しています。
　・生産者の協力を得て、教科と連携した学習を進め、地場産物を積極的に給食に取り入れています。
　・お米は、全て町内産を指定して使用しています。
　・牛乳は、町内の酪農農家の皆さんの出荷先であるポッポ牛乳（㈱ヤツレン）を提供しています。
③食物アレルギー対応
　・最も望ましいと言われる「代替食対応（原因食材を除き、それに代る食材を補い、栄養価を確保した
　　給食）」を実施し、アレルギーのある児童生徒も、楽しい給食となるよう努力しています。
④学校給食費の補助
　・令和２年度から令和４年度は、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、家庭の
　　経済的負担を軽減するため、給食食材費全額補助を実施しました。
　・令和５年度、令和６年度においても、子育て支援の充実を図るため全額補助
　　を実施しました。

①南佐久郡６町村が協力して「南佐久郡中学校部活動運営委員会」を運営
　・中学生が「やりたいスポーツ」に参加できる環境をつくるため、町村
　　を越えて南佐久全体で推進しています。
②中学校の連携
　・南佐久郡の中学校で定期テスト等の年暦を揃えています。
　・南佐久郡の中学校で、部活がある日の日課を５時間授業としています。
③移動手段の確保
　・町村所有のバスを利用し移動手段を確保しています。
　・赤字路線の活性化と休日における生徒の移動手段の両立を目指し、JR小海線の
　　利用を勧め補助金を出しています。

地元産の食材にこだわり、まごころと縁で安心・安全な給食を提供

中学校部活動の地域クラブ活動への推進

これからも「佐久穂町を担う子どもたちを育てるため」に
佐久穂小・中学校の応援をよろしくお願い申し上げます。
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佐久穂町・小海町同盟協定
令和６年度活動報告

　佐久穂町と小海町では
「地域活性化のための同
盟に関する協定」を締結
し、一層の連携を図るため
各種活動を進めています。

同一献立給食 蜂蜜採取見学・瓶詰め体験
子どもたちが楽し
んだ三択クイズの
動画「KOUMIマ
ンからのクイズ」

長野県　元気づくり支援金
ホームページ　事業No.29

　佐久穂町・小海町の地域食材を使用した、両
町同一献立給食が９月に開催されました。佐久
穂小中、大日向小中、小海小中の栄養教諭・管
理栄養士がメニューを検討し、地域の食材を味
わいました。
　地域食材にまつわる三択クイズの動画を放映
し、食材による効果などを楽しく学びました。

職員研修「若手プロジェクト」

　両町職員の人材育成として、同盟当初から実
施しています。お互いの現状を学びあいながら
自分たちの業務について理解を深め、両町長の
前で事業提案を行いました。

　今年度から「両町をより知って、もっと好き
になってもらいたい」と、情報紙の発行（年２
回）と、地元イベント（計５回）を開催しまし
た。

　佐久穂小学校の
３年生が小海町の
養蜂農家で体験し
ました。

合同就職説明会

こうみ・さくほ通信

　高校生と一般の方を対象に、両町企業の合同
就職説明会を開催しました。地元の企業を知る
機会になるとともに実際の就職にもつながって
います。
　小海高校生による企業へのインターンも継続
して実施し、今年度は両町商工会が中心となり
「地域発 元気づくり支援金」に採択された事業
にも取り組んでいます。
小海町・佐久穂町同盟協定に基づく
「若者に選ばれる事業者育成事業」

この他にも、広報誌でお互いのイベント情
報を掲載したり、こどもセンター「さくほ
っこ」と小海なかよし児童館を両町民に開
放したり、観光の分野でも両町協力しな
がら事業を行っています。
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参加者の皆さんと記念撮影

編集　佐久穂姉妹都市交流協会事務局（佐久穂町役場総務課内）　　　令和７年３月発行

佐久穂姉妹都市交流協会会報　　　　　　　　　　第34号

こ ま ど り
　

佐
久
穂
姉
妹
都
市
交
流
会
は
、

東
京
都
府
中
市
と
の
交
流
を
促
進

し
、
両
市
町
民
の
友
好
と
信
頼
を

深
め
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、
次
の
と
お
り

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
な
お
、

府
中
市
と
の
交
流
活
動
に
興
味
の

あ
る
方
は
、
協
会
理
事
又
は
事
務

局
（
役
場
総
務
課
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

 　
８
月
21
日
に
、毎
年
好
評
の「
親

子
と
う
も
ろ
こ
し
収
穫
体
験
」
を

行
い
、
府
中
市
か
ら
82
名
の
親
子

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
や

さ
い
倶
楽
部
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
収
穫
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昼
食
時
に
は
、
採
れ
た
て
の
と

う
も
ろ
こ
し
を
茹
で
て
、
キ
ュ
ウ

リ
や
ト
マ
ト
、

プ
ル
ー
ン
と

一
緒
に
参
加

し
た
皆
さ
ん

に
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

８
月
３
日
〜
４
日
の
２
日
間
、

府
中
市
・
大
國
魂
神
社
境
内
を
会

場
と
し
て
「
府
中
市
商
工
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
会
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

と
う
も
ろ
こ
し
、
ト
マ
ト
な
ど
の

野
菜
や
味
噌
、
ジ
ャ
ム
な
ど
の
特

産
品
を
販
売
し
、
佐
久
穂
町
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

佐
久
穂
町
の
参
加
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
方
も
多
く
、
佐
久
穂
の

野
菜
は
朝
か
ら
行
列
が
で
き
る
ほ

ど
人
気
が
あ
り
、
用
意
し
た
商
品

全
て
が
大
好
評
で
し
た
。

　

お
客
さ
ん
か
ら
は
「
毎
年
楽
し

み
で
並
ん
で
い
る
の
。
ま
た
来
年

も
来
て
ね
。
」
と
声
を
か
け
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

11
月
23
日
、
府
中
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
「
プ
ラ
ッ
ツ
」
に
て
府
中

市
民
協
働
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
や
さ
い
倶
楽
部
の
皆
さ
ん

を
講
師
と
し
て
佐
久
穂
町
の
プ
ル

ー
ン
を
使
っ
た
ジ
ャ
ム
作
り
を
行

い
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
ま

し
た
。

　

11
月
８
日
、
町
内
の
小
学
生
を

対
象
に
、
府
中
市
の
移
動
天
文
観

測
車
ペ
ガ
サ
ス
２
号
に
よ
る
星
空

観
望
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
約
１
０
０
名
の
親
子

が
参
加
し
、
土
星
や
木
星
な
ど
の

惑
星
や
星
座
に
つ
い
て
府
中
市
郷

土
の
森
美
術
館
の
方
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
、
冬
の
星
空
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
月
22
日
〜
23
日
の
２
日
間
、

府
中
公
園
で
府
中
市
民
桜
ま
つ
り

が
開
催
予
定
で
あ
り
、
協
会
で
は

佐
久
穂
町
の
Ｐ
Ｒ
と
物
産
品
の
販

売
を
行
い
ま
す
。

　

府
中
市
交
流
協
会
の
方
が
、
佐

久
穂
町
産
と
う
も
ろ
こ
し
を
使
っ

た
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
販
売
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

佐
久
穂
町
は
東
京
都
府
中
市
と

姉
妹
都
市
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

当
協
会
は
交
流
事
業
の
民
間
窓

口
と
し
て
、
両
市
町
の
相
互
理
解

と
人
々
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
た

め
に
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
よ
り
多
く
の

方
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
事
業
の

企
画
も
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
姉
妹
都
市
交
流
に
興

味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
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個
人　
　
　
　

一
〇
〇
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円

　

法
人
・
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五
〇
〇
〇
円

◆
主
な
行
事

　

府
中
市
へ
の
友
好
訪
問

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

◆
事
務
局

　

総
務
課
庶
務
係

　

電
話　

八
六
―
二
五
二
五

会
員
募
集
!!

参加者の皆さんと記念撮影
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　任期満了による両選挙は、令和７年４月８日に告示され、12日までの５日間にわたる選挙
運動がおこなわれ、投票日は13日となります。開票後、その場で選挙会がおこなわれ、当選
者が決まります。
　投票日当日、仕事や旅行などで投票所に行けない方は、期日前投票や不在者投票等を利用
しましょう。

　投票の際には、世帯ごとに郵送される佐久穂町長選挙入場券、佐久穂町議会議員一般選挙の入場券
（水色）の本人部分をそれぞれ切り取って、ご持参ください。

選挙カレンダー　令和７年４月

佐久穂町長選挙・佐久穂町議会議員一般選挙について

月
4/7

両下肢・体幹の
障がい

特別項症～
第２項症

特別項症～
第３項症

両下肢・体幹・移動機
能の障がい

心臓・じん臓・呼吸
器・ぼうこう・直腸
・小腸の障がい

免疫、肝臓の障がい １級～３級

１級・２級 要介護５

１級・３級
心臓・じん臓・呼吸器
・ぼうこう・直腸・小
腸の障がい

投票日
投票時間
投票場所
持ち物

火
4/8

投票日に投票
４月13日（日）
午前７時から午後７時まで
入場券に記載された投票所

期日前投票で投票
４月９日（水）から４月12日（土）
午前８時30分から午後８時まで
佐久穂町役場 北庁舎２階会議室

告示日

身体障がい者手帳を
お持ちの方

戦傷病者手帳を
お持ちの方

介護保険被保険者証を
お持ちの方

投票日

水
4/9

入場券（各選挙の入場券をお持ちください）

木
4/10

金
4/11

土
4/12

日
4/13

町長・町議選_期日前投票

【投票入場券】

　佐久穂町の選挙人名簿に登録されていて、長期出張などのため投票日当日に佐久穂町以外の市町村
に滞在する場合には、滞在先の市町村の選挙管理委員会で投票できます。また、長期の入院や入所を
されている場合には、病院や施設で投票ができる場合がありますので、病院や施設にご相談ください。
　これらの場合、あらかじめ投票用紙を請求していただくことになります。（郵送で処理するため日
数を要します。お早めの手続きや相談をお願いします。）
　また、下記に該当する方は、郵便による不在者投票ができます。事前に登録し、郵便投票証明書の
作成が必要ですので、町選挙管理委員会事務局までお問合わせください。

【不在者投票について】

【投票時間、場所など】
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問合せ先　住民税務課　税務係　☎0267-86-2526

税・料金は期限内の納付をお願いします 税・料金の納付は口座振替が便利です

　口座振替の方は、振替日の前日までに必ず口座残
高を確認してください。        
　現金納付の方は、納期限までに役場会計室、八千
穂福祉センター内出張所、各金融機関、コンビニエ
ンスストア、地方税お支払サイト（税のみ）にて納
付してください。

　一度お申込みいただくと、毎年自動継続しますの
で、納め忘れがありません。安心で便利な口座振替
をぜひご利用ください。
　お手続きは、役場各窓口または八十二銀行、佐久
浅間農協、ゆうちょ銀行（郵便局）、長野銀行、上
田信用金庫でお願いします。

町税等の納期限
及び口座振替日一覧

町県民税
（普通徴収）

固定資産税

軽自動車税

国民健康
保険税

（普通徴収）
後期高齢者
医療保険料
（普通徴収）

介護保険料
（普通徴収）

納　期　限
（口座振替日）

４月

1期

1期

４月
30日
（水）

６月

1期

3期

６月
30日
（月）

８月

2期

2期

2期

5期

９月
１日
（月）

10月

3期

4期

4期

7期

10月
31日
（金）

12月

4期

6期

6期

9期

１月
５日
（月）

５月

全期

2期

６月
２日
（月）

７月

2期

1期

1期

4期

７月
31日
（木）

１月

7期

7期

10期

２月
２日
（月）

３月

12期

３月
31日
（火）

２月

8期

8期

11期

３月
２日
（月）

９月

3期

3期

3期

6期

９月
30日
（火）

11月

4期

5期

5期

8期

12月
１日
（月）

納期月

税目等

令和７年度
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佐久穂町の
脱炭素実現
に向けて

Rethink

Repurposs

Reform

Rental

Regeneration

リシンク

リパーパス

リフォーム

レンタル

リジェネレーション

ライフスタイルを見直す、考えて選択する

環境にやさしい代替品や技術に置き換える

改良する、作り直す

所有せずに借りる

再生品の使用を心掛ける

【様々なRの一例】

ごみについて考えよう99

　
地
球
温
暖
化
と
ご
み
と
の
関
係
は

と
て
も
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
の
意
識
と
行
動
を
変
え
る

こ
と
で
脱
炭
素
社
会
へ
大
き
く
近
づ

く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
３
R
か
ら
４
R
・
５
R
へ
】

　

普
段
の
暮
ら
し
の
中
で
必
ず
出
て

い
る
「
ご
み
」
で
す
が
、
ご
み
が
た

く
さ
ん
捨
て
ら
れ
る
こ
と
で
色
々
な

問
題
が
発
生
し
ま
す
。

　

ご
み
を
埋
め
立
て
て
い
く
と
い
ず

れ
ご
み
の
行
き
場
が
な
く
な
り
ま
す
。

ご
み
を
燃
や
す
と
た
く
さ
ん
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
必
要
と
な
り
、
多
く
の
二

酸
化
炭
素
（
C
O
2
）
が
発
生
し
ま

す
。
ご
み
に
は
、
地
球
温
暖
化
へ
多

く
の
影
響
を
与
え
る
問
題
が
潜
ん
で

い
ま
す
。

　

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
「
３
R
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

３
R
と
は
、

・Reduce

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

・Reuse

（
リ
ユ
ー
ス
）

・Recycle

（
リ
サ
イ
ク
ル
）

の
３
つ
の
頭
文
字
を
と
っ
た
言
葉
で

す
。
環
境
保
護
や
ご
み
削
減
に
関
す

る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
資
源
の
無

駄
遣
い
を
減
ら
し
、
ご
み
の
排
出
量

を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

最
近
で
は
、
よ
り
効
果
的
な
資
源

の
活
用
や
今
ま
で
以
上
に
環
境
問
題

に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
でRefuse

（
リ
フ

ュ
ー
ズ
）
が
加
わ
り
「
４
R
」
と
呼

ば
れ
た
り
、Repair

（
リ
ペ
ア
）
が

加
わ
り
「
５
R
」
と
呼
ば
れ
た
り
す

　

た
く
さ
ん
の
物
が
あ
る
暮
ら
し
は

便
利
で
暮
ら
し
や
す
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
の
結
果
、
ご
み
が
多
く

出
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
日

々
の
生
活
を
少
し
見
直
し
、
で
き
る

こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
よ
り
も
多
様
な
観
点
で

の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
て
行
動
す
る

こ
と
で
、
よ
り
良
い
環
境
の
実
現
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

【
様
々
な
R
】

　

こ
れ
ま
で
挙
げ
た
５
R
以
外
に
も

環
境
の
た
め
に
で
き
る
「
R
」
は
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
で

は
18
R
ま
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
お

り
、
聞
き
慣
れ
た
も
の
や
聞
き
慣
れ

な
い
も
の
な
ど
そ
の
内
容
は
様
々
で

す
。
自
分
に
あ
っ
た
取
り
組
み
を
選

ん
で
み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

【５Rとその意味】

●Reduce（リデュース）→「減らす！」
 ・日用品や食材は、無駄なく使いきる。
 ・食べ残しの生ごみを減らす。
●Reuse（リユース）→「使い続ける！」
 ・修理やリフォームで使えるものは使う。
 ・中古品を再利用する。
●Recycle（リサイクル）→
　　　　　　　　　　「再利用する！」
 ・資源として利用できるものは資源ごみへ
 ・ゴミ出しのルールを守り、効率よくリサ
　イクルへ
●Refuse（リフューズ）→「断る！」
 ・マイバックを持ち歩き、レジ袋はもらわ
　ない。
 ・不要なものは、もらわず断る。
●Repair（リペア）→「修理する！」
　・修理して長く使う。

８
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北部消防署
0267-82-0119

こちら
北部消防署

です!

こちら
北部消防署

です!

火災とまぎらわしい煙
　　又は火炎を発するおそれのある行為の届出について

雑草、雑木の焼却
どんど焼き、たき火
野焼き、山焼き等

例外として野外焼却が認められるもの

①届け出が必要な行為

・枯草や廃棄物等を野外で焼却する行為は「産業物処理法」によって例外として認められ
　ている行為を除いて、原則禁止されています。
・廃棄物処理法第16条の２号で野外焼却を行った者は、厳しい罰則が法令で設けられて
　います。

③野外焼却は原則禁止されています

・消防署で直接記入または持参
・電話での届け出も可能です
（佐久広域連合消防本部のホームページ
　より様式をダウンロードできます）

②届け出方法

火災とまぎらわしい煙又は火煙を発するおそれのある行為をしようとする場合
（野外焼却）は、消防署へ届け出が必要です。

消防署へ
届け出をお願いします！
消防署へ
届け出をお願いします！

ど

広報
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長野県物価高特別対策支援金について
■問合せ　健康福祉課　福祉係　☎0267-86-2528

■手続き
　対象世帯へ２月下旬に確認書を郵送しました。内
容を確認のうえ、同封の返信封筒でご返送ください。
書類到着後２週間程度を目途に給付金を振り込みま
す。内容に不備がある場合等は、振り込みまでさら
に時間がかかる場合があります。

■提出期限
　令和７年４月30日
※期限を過ぎると給付金支給ができないため、お早
　めに提出(申請)をお願いします。

■未申告の方（被扶養者を除く）
　令和６年度（令和５年中の収支について）の住民
税申告をしてください。給付金の対象であることが
確認できた場合、書類を郵送します。
　税申告についての問い合わせは住民税務課税務係
（８６－２５２６）までお願いします。

　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を
踏まえ、住民税所得割非課税世帯に対して給付金を
支給します。

■対象世帯
　基準日（令和６年12月13日）において世帯全員の
令和６年度分の住民税所得割が非課税である世帯
※以下の世帯は対象外となります。
・住民税所得割が課税されている者の扶養親族等の
　みで構成される世帯（別居の子等（所得割課税）
　に世帯全員が税法上の扶養となっている世帯など）
・広報さくほ２月号に掲載した佐久穂町物価高対策
　緊急支援給付金（３万円）の対象世帯

■給付額
　１世帯あたり２万円

千曲病院石井医師が保健推進員を対象に講演を行いました
■問合せ　佐久穂町立千曲病院　健康管理部　☎0267-86-2360

　令和５年度佐久穂町住民の疾患別受診件数において筋骨格系疾患が多い事が確認されているため、２月21
日（金）の保健推進員全体学習会で千曲病院整形外科医長の石井孝佳医師が「からだを長持ちさせる骨（コ
ツ）」と題して講演しました。
■講演内容
　要介護になる手前のフレイル・ロコモ・サルコペニアを予防していく事で、平均寿命と健康寿命（健康上
の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間）の差を埋めることできていく。そのためには骨粗
鬆症（骨折）の予防が大事になってくる。
　年齢や性差による骨量の変化があり、骨密度保持には早期発見・早期治療が鍵となる。まずは自分の骨密
度を知るとともに、骨を守る生活習慣（バランスの良い食事・節酒・禁煙・運動）の大切さを学ぶ良い機会
となりました。

お
知
ら
せ

N
e
w
s

information

広報
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牛・豚・山羊・鶏などを飼育している皆様へ頭羽数の報告をお願いします
■問合せ　佐久家畜保健衛生所　☎0267-62-4123／産業振興課　農政係　☎0267-86-2529

　牛、豚、山羊、羊、鶏、アヒルなどを飼育している方は、高病原性鳥インフルエンザや口蹄疫などの病気
の発生を予防し、まん延を防止するため、飼っている頭数・羽数や目的にかかわらず、毎年、県に報告する
ことが家畜伝染病予防法で義務付けられています。
　まだ、報告をされていない方は佐久家畜保健衛生所までご連絡ください。

【報告を義務付けられた畜種及び飼養頭羽数】

お
知
ら
せ

information

春の山火事予防について
■問合せ　産業振興課　林務係　☎0267-88-2529

■春の山火事予防運動
　期間：３月１日から５月31日
　　　『ふるさとの　山を守ろう　火の手から』
　春先は空気が乾燥し、火災が起こりやすくなって
います。火災はちょっとした不注意から発生してい
ますので、火の取扱いには十分注意しましょう。
　特に、土手焼きなどからの延焼による火災が多発
しています。風の強い日や空気が乾燥している時に
は、火入れを行わないようにしてください。
　また、山菜取りやハイキングなどに出かけるとき
には、火の元に十分気を付け、タバコの投げ捨ては
絶対にやめましょう。
■重点事項
・枯草等のある火災が起こりやすい場所では、たき
　火をしないこと。
・たき火等火気の使用中はその場を離れず、使用後
　は完全に消火すること。
・強風時及び乾燥時には、たき火・火入れをしない
　こと。

・山林に火入れを行う際は、市町村長の許可（森林
　法第21条関係）を必ず受けること。
・たばこは指定された場所で喫煙し、吸いがらは必
　ず消すとともに、投げ捨てないこと。
・火遊びはしないこと。

お
知
ら
せ

　報告事項

①飼養家畜の種類、頭羽数

②畜舎及びふ卵舎の数

③基準の遵守状況

④基準遵守の措置状況

畜種及び
飼養頭羽数 牛、馬

水牛
の合計

豚、めん羊、
山羊、猪、鹿
の合計

鶏（チャボ、烏骨鶏
含む）、あひる（合
鴨含む）、うずら、
きじ、ほろほろ鳥、
七面鳥の合計

だちょう

２頭
以上

○

○

○

○

１頭

○

×

×

×

６頭
以上

○

○

○

○

５頭
以下

○

×

×

×

100羽
以上

○

○

○

○

99羽
以下

○

×

×

×

10羽
以上

○

○

○

○

９羽
以下

○

×

×

×
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information

お
知
ら
せ

■問合せ　総合政策課　政策推進係
　　　　　☎0267-86-2553

同窓会支援補助金制度の廃止について

　町では、年数を経るにつれて薄れていく「同級生
のつながり」を見つめ直し、同級生コミュニティの
活性化を図ることを目的に、佐久穂町同窓会支援補
助金を平成29年度より実施してまいりました。

　この度、新たな総合戦略を策定することに伴い、
令和６年度末をもって本補助金制度を廃止すること
としましたのでお知らせいたします。

■廃止日
　令和７年３月31日

お
知
ら
せ

■問合せ　生活環境係　☎0267-86-2552

令和７年度
狂犬病予防注射の集団接種のお知らせ

　狂犬病予防注射は、「狂犬病予防法」により毎年
１回の接種が義務付けられ、その時期は４月１日～
６月30日の間とされています。
　町では、４月16日（水）、18日（金）、の２日間
町内各所を巡回して狂犬病予防注射の集団接種を行
います。実施日の巡回予定につきましては、町に登
録がある方にはハガキにて通知いたします。
　なお、未登録、もしくは既に死亡されている場合
でも手続きが必要ですので役場生活環境係へご連絡
ください。

■対象者　長野県民
■対象製品　エアコン、冷蔵庫、電気温水機器、
　　　　　　テレビ

■購入対象期間　2025年８月31日（日）まで
■申請受付期間　2025年９月30日（火）17時まで

　詳細はこちらをご覧ください。

　　　　　　　　　（信州家電購入応援キャンペーン特設サイト）

　長野県では、県民の皆様を対象に、省エネ性能の
高い家電製品のご購入を支援するキャンペーンを実
施しております。
　対象の商品を購入して申請すると。製品に応じて
キャッシュレスポイントをプレゼント。
　さらに地域協力店で対象製品を購入して「うちエ
コ診断」（Web診断）を実施すると、付与されるキ
ャッシュレスポイントが２倍になるポイント２倍コ
ースが選択できます。
　ぜひこの機会に省エネ家電への買い替えをご検討
ください。

お
知
ら
せ

信州省エネ家電購入応援キャンペーン実施中！
■問合せ　長野県信州省エネ家電購入応援キャンペーン第２弾コールセンター　☎050-1706-0459

広報
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出生祝金を贈呈しました
■問合せ　教育委員会　こども課　子育て支援係　☎0267-86-2340

２月３日に出生祝金を贈呈しました。
＊令和６年９月生まれのお子さんです。

令和７年国勢調査が実施されます
■問合せ　総合政策課　情報政策係　☎0267-86-2553

　令和７年10月１日を基準日に日本全国で国勢調査
が行われます。
　国勢調査は日本の未来をつくるための大切な調査
です。
　集められたデータは、私たちの暮らしをより良く
するために、さまざまな政策に役立てられます。
　たとえば、子育てしやすい環境づくりや、高齢者
の方々が安心して暮らせる社会づくりなどに活用さ
れます。
　ぜひご協力をお願いします。

　国勢調査についてもっと詳しく知りたい方は、こ
ちらのウェブサイトをご覧ください。

N
e
w
s

お
知
ら
せ

information
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『さくほっこdeリトミック』
■日時　４月23日（水）
　　　　乳児の部　10：00～10：45
　　　　幼児の部　11：00～11：45
■場所　こどもセンターさくほっこ　ホール３
　音楽に合わせて体を動かします。動きやすい服装
でお越しください。
　乳児の部は、ねんねや、ハイハイのできるお子さ
ん（概ね１歳ごろ）、幼児の部は自分で歩けるお子
さんが対象です。

こどもセンターさくほっこからのお知らせ
■問合せ　佐久穂町こどもセンター　☎0267-86-2123

　さくほっこの行事は、全て予約制で実施しています。
■定員　各６～８組程度
■参加費　無料
■対象者　佐久穂町在住の就学前のお子さんと保護
　　　　　者の方
■４月分の予約受付開始時間
　３月25日（火）９：00～

■行事予約方法について
◎佐久穂町公式ＬＩＮＥからお申込みください。
◎予約開始日は、毎回前月25日９時からです。
◎定員に達し次第、キャンセル待ちをこどもセンタ
　ー窓口又は電話で受付けます。
◎ご不明な点は、お問い合せください。

『よみきかせ＆おたんじょう会』
■日時　４月30日（水）
　　　　10：15～　図書館司書さんによる読み聞かせ
　　　　10：30～　お誕生会
　　　　10：45～　お誕生カード作り（誕生児のみ）
■場所　こどもセンターさくほっこ　ホール１
　今年度より時間が変更になりました。お間違えの
無いようご確認をよろしくお願い致します。ご不明
な点がございましたら、スタッフまでお声がけくだ
さい。
　予約が満席となり、お誕生児で予約できなかった
場合にはこどもセンターまでご連絡ください。
　お誕生児以外も参加できます。みんなでお祝いし
ましょう。
　お誕生カードは、お誕生月中いつでも作成できま
すので、お申し出ください。（カードは親子での記
念写真と、手形足形のアートを予定しています。）

行事の詳細

information



information

■問合せ　教育委員会こども課　子育て支援係
　　　　　☎0267-86-2340

令和７年度児童扶養手当及び特別児童
扶養手当等の手当額のお知らせ

　ひとり親家庭等に支給される児童扶養手当および
精神または身体に障がいのある児童を養育している
家庭に支給される特別児童扶養手当について、2024
年全国消費者物価指数の実績（対前年比＋2.7％）が
公表されました。その結果令和７年度の手当額は、
以下のとおりとなります。
■ひとり親家庭等に支給される児童扶養手当

■精神または身体に障がいのある児童を養育してい
　る家庭に支給される特別児童扶養手当

お
知
ら
せ

■問合せ　佐久穂町図書館　☎0267-86-7020

図書館からのお知らせ

■とちの実おはなし会
　日時　４月12日（土）　10：30～
　内容　絵本の読み聞かせ　ほか
　場所　紙芝居コーナー
■春の読書週間
　４月26日（土）～５月11日（日）
　●図書館クイズラリー
　　４月26日、27日、29日、５月３日、４日、
　　５日、６日に開催します。
　●雑誌リサイクル
　　４月26日（土）～ なくなり次第終了
　　※初日のみ冊数制限があります。
　詳細は館内チラシ、HP等をご覧ください。
■４月の図書館休館日（通常の休館日）
　１日（火）、７日（月）、14日（月）
　21日（月）、25日（金）、28日（月）
■４月の移動図書館車巡回日
　Ａコース ：９日・23日（水）
　Ｂコース ：10日・24日（木）
　Ｃコース ：11日（金）
　詳細は本誌内「公民館報」に記載しています

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

佐久穂町公式ＬＩＮＥ友だち募集！
■問合せ　総合政策課　情報政策係　☎0267-86-2553

手当月額
56,800円（＋1,450円）
37,830円（＋970円）

令和７年４月～
１級該当児童
２級該当児童

手当月額
46,690円（＋1,190円）
46,680円～11,010円
（＋1,190円～＋270円）
11,030円（＋280円）
11,020円～5,520円
（＋280円～＋140円）

令和７年４月～
　　　全部支給

　　　一部支給
　　　

　　　全部支給

　　　一部支給

本
体
額

第
二
子
以
降

加
算
額
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広報

No.222



地域おこし協力隊員コラム

地域おこし協力隊　酒巻 寛明

果樹農家への第一歩
　～新農地の準備が始まりました！～

研
修
か
ら
10
カ
月
、
新
た
な
挑
戦
へ

　

昨
年
４
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
の
研
修
が
始
ま
り
、
あ
っ
と
い
う
間

に
10
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
最
初
は
畑
に

立
っ
て
も
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら

ず
、
「
本
当
に
農
業
な
ん
て
で
き
る
の
か

？
」
と
不
安
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
研
修
を
重
ね
る
う
ち
に
少
し
ず

つ
楽
し
さ
が
分
か
り
、
毎
日
が
新
し
い
発

見
の
連
続
で
す
。
体
力
的
に
き
つ
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
自
然
の
中
で
働
く
こ
と

で
心
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
か
ら
は
新
し
い
農
地
の
準
備
が
始

ま
り
ま
し
た
。
専
門
業
者
に
よ
っ
て
リ
ン

ゴ
の
高
密
植
栽
培
用
の
ト
レ
リ
ス
が
建
て

ら
れ
、
何
も
な
か
っ
た
畑
が
一
気
に
整
い

ま
し
た
。
「
あ
れ
？
こ
ん
な
に
広
か
っ
た

っ
け
？
」
と
感
じ
る
ほ
ど
景
色
が
変
わ
り
、

「
い
よ
い
よ
こ
こ
か
ら
始
ま
る
ん
だ
な
！
」

と
気
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。
３
月
末
に

は
リ
ン
ゴ
の
木
を
植
え
る
予
定
で
す
。
こ

う
し
て
形
に
な
っ
て
い
く
過
程
に
、
農
業

の
面
白
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ト
レ
リ
ス
と
は
？

　

果
樹
を
支
え
る
た
め
の
支
柱
と
ワ
イ
ヤ

ー
の
構
造
物
で
、
果
樹
の
枝
を
誘
引
し
な

が
ら
管
理
し
や
す
く
す
る
た
め
に
設
置
さ

れ
ま
す
。
高
密
植
栽
培
に
は
欠
か
せ
な
い

設
備
で
あ
り
、
樹
形
を
整
え
な
が
ら
作
業

効
率
を
向
上
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

高
密
植
栽
培
と
は
？

　

高
密
植
栽
培
は
、
樹
高
を
３
・
５
m
〜

４
m
に
高
く
し
、
栽
植
密
度
を
上
げ
る
こ

と
で
、
限
ら
れ
た
面
積
で
も
効
率
的
に
リ

ン
ゴ
を
育
て
ら
れ
る
方
法
で
す
。
ト
レ
リ

ス
を
活
用
し
て
枝
を
横
に
誘
引
す
る
こ
と

で
、
収
穫
量
を
増
や
せ
る
の
が
特
徴
で
す
。

最
初
は
「
こ
ん
な
に
密
に
植
え
て
大
丈
夫

な
の
？
」
と
驚
き
ま
し
た
が
、
作
業
効
率

の
良
さ
を
知
り
納
得
。
木
を
植
え
る
日
が

近
づ
く
に
つ
れ
、
「
こ
こ
か
ら
本
格
的
に

始
ま
る
ん
だ
な
」
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま

す
。

剪
定
技
術
の
変
化

　

高
密
植
栽
培
で
は
、
剪
定
技
術
も
簡
素

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
来
の
剪
定
は
熟
練

の
技
が
必
要
で
、
習
得
に
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
で
は
樹
の

成
長
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
剪

定
の
手
間
を
大
幅
に
削
減
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
管
理
が
ま
っ
た
く
不
要
に
な
る
わ

け
で
は
な
く
、
細
や
か
な
手
入
れ
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
適
切
な
管
理
を
怠
る
と
樹
勢

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
た
め
、
し
っ
か
り

と
見
極
め
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
う
し
た
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
リ
ン

ゴ
の
成
長
を
見
守
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ

で
す
。

伝
統
と
効
率
化
、
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か

　

高
密
植
栽
培
は
経
営
の
効
率
化
を
目
指

し
た
技
術
で
す
が
、
初
期
投
資
が
高
く
な

る
こ
と
や
、
樹
齢
が
短
く
な
る
点
も
考
慮

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
伝
統

的
な
栽
培
方
法
に
も
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
が
良
い
か
は
、
農
家
の
経
営
ス
タ

イ
ル
次
第
。
重
要
な
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

利
点
と
課
題
を
理
解
し
、
自
分
に
合
っ
た

方
法
を
選
ぶ
こ
と
で
す
。

　

私
も
黒
字
化
を
目
指
し
て
高
密
植
栽
培

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
自

分
の
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
方
法
を
模
索
し
、

ど
ち
ら
の
良
さ
も
取

り
入
れ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

リ
ン
ゴ
が
ど
の
よ
う

に
育
っ
て
い
く
の
か
、

今
か
ら
本
当
に
楽
し

み
で
す
。
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館報さくほ
　

第
18
回
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
佐

久
穂
が
２
月
２
日
（
日
）
に
佐
久
穂
町

生
涯
学
習
館
「
花
の
郷
・
茂
来
館
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
は
八
千
穂
コ
ー
ラ

ス
に
よ
る
合
唱
、
さ
わ
や
か
佐
久
穂
町

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
寸
劇
「
自
分
の

生
き
方
」
、
町
内
小
中
学
生
に
よ
る
人

権
作
文
の
発
表
、
佐
久
人
権
擁
護
委
員

に
よ
る
人
権
体
操
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
笠
井
信
輔
さ
ん
に
よ
る
「
テ
レ
ビ

災
害
報
道
の
裏
側
の
人
権
」
と
題
し
た

人
権
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
、
町
内
小
中
学

生
の
人
権
標
語
や
な
か
よ
し
標
語
の
展

示
、
企
業
人
権
同
和
教
育
推
進
協
議
会

に
よ
る
人
権
啓
発
グ
ッ
ズ
の
配
布
、
防

犯
協
会
に
よ
る
詐
欺
防
止
啓
発
グ
ッ
ズ

の
配
布
、
陽
だ
ま
り
の
家
な
ど
に
よ
る

マ
ル
シ
ェ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
解
消

す
べ
き
人
権
課
題
が
な
く
な
る
よ
う
町

を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

　

人
権
作
文
は
原
稿
の
ま
ま
掲
載
し
ま

す
。

第18回 人権フェスティバルin佐久穂

人権擁護委員による人権体操

みんなの標語がつながるレイアウト

町内小中学生の人権標語 防犯協会 地元産のハチミツ飴入り

令和７年（2025年）３月19日 119



教
え
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子

か
ら
、
み
ん
な
で
植
え
た
人
権
の
花
が
、

き
れ
い
に
育
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る

こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
花
を
植
え

た
後
は
、
主
に
福
祉
委
員
が
水
や
り
を
し

て
い
ま
し
た
。
毎
朝
、
水
を
あ
げ
て
い
る

友
だ
ち
の
姿
を
見
る
と
、
私
は
温
か
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
、
私
自
身
が

福
祉
委
員
と
し
て
こ
の
活
動
に
取
り
組
め

た
こ
と
を
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
十
二
月
十
七
日
に
は
、
佐
久
穂

町
や
町
の
人
権
委
員
の
皆
さ
ん
が
、
私
た

ち
の
活
動
に
対
し
て
感
謝
状
を
届
け
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
す
で
に
、
き
れ
い
に
咲

い
た
花
は
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
感

謝
状
や
記
念
品
と
し
て
移
植
ご
て
、
一
輪

車
な
ど
を
受
け
取
っ
て
、
改
め
て
活
動
に

取
り
組
ん
で
よ
か
っ
た
と
い
う
思
い
が
湧

い
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
来
年
も
こ
れ

ら
の
農
具
を
使
っ
て
き
れ
い
な
花
を
た
く

さ
ん
咲
か
せ
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
き
っ
と
学
校
全
体
に

思
い
や
り
の
心
が
育
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。

　

人
権
の
花
の
活
動
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、

こ
こ
で
育
て
た
お
互
い
を
思
い
や
る
心
を

忘
れ
ず
に
、
小
学
生
の
お
手
本
と
な
る
格

好
い
い
中
学
生
に
な
り
た
い
で
す
。

館 報 さ く ほ 令和７年３月19日（19）第119号

人
権
の
花
を
育
て
て

人
権
の
大
切
さ

　
　
　
佐
久
穂
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
彩
絵

　

今
年
度
、
佐
久
穂
小
学
校
で
は
福
祉
委

員
会
が
中
心
と
な
っ
て
人
権
の
花
活
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
人
権
の
花
と
い
う
の

は
、
法
務
省
が
毎
年
小
学
生
に
命
を
大
切

に
す
る
気
持
ち
や
思
い
や
り
の
心
を
育
て

る
た
め
に
行
っ
て
い
る
活
動
で
す
。
私
は
、

こ
の
花
を
全
校
で
育
て
た
こ
と
で
、
思
い

や
り
の
心
が
育
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
活
動
で
は
、
佐
久
穂
っ
こ
グ

ル
ー
プ
と
い
う
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

の
縦
割
り
班
で
花
を
植
え
ま
し
た
。
こ
の

グ
ル
ー
プ
で
作
業
を
行
っ
た
こ
と
で
、
自

然
と
高
学
年
が
低
学
年
の
面
倒
を
見
る
こ

と
が
で
き
て
、
み
ん
な
が
優
し
い
気
持
ち

で
作
業
に
取
り
組
め
ま
し
た
。
多
く
の
グ

ル
ー
プ
で
、
高
学
年
が
苗
を
ど
の
よ
う
に

ポ
ッ
ド
か
ら
出
せ
ば
よ
い
か
、
ど
こ
に
、

ど
の
よ
う
に
植
え
れ
ば
よ
い
か
を
丁
寧
に

に
は
た
く
さ
ん
の
権
利
が
必
要
だ
と
わ
か

り
、
こ
れ
か
ら
も
今
守
ら
れ
て
い
る
人
権

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
で
は
、
社
会
や
道
徳
で
の

学
習
だ
け
で
な
く
、
全
校
で
人
権
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

み
ん
な
で
花
を
育
て
た
人
権
の
花
運
動
、

友
達
に
し
て
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
こ

と
を
考
え
て
な
か
よ
し
の
木
を
作
っ
た
人

権
集
会
な
ど
で
す
。
全
校
で
協
力
し
た
り
、

人
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
た

り
し
た
こ
と
で
、
命
の
大
切
さ
を
感
じ
、

思
い
や
り
の
心
や
協
力
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
人
権
を
大
切
に
し
て
い
く
こ

と
が
出
来
た
ら
、
い
じ
め
や
差
別
が
減
っ

て
、
誰
で
も
過
ご
し
や
す
い
学
校
、
社
会

に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
み
ん
な
で
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
佐
久
穂
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
新
津
　
羽
琉

　

私
は
、
人
権
と
い
う
も
の
が
と
て
も
大

切
で
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
人
権
が
な
い
と
、
今
、
当
た

り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
生
活
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
私

は
、
毎
日
学
校
で
勉
強
し
た
り
、
友
達
と

遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
子
ど
も
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
生

活
も
、
私
た
ち
の
学
ぶ
権
利
や
友
だ
ち
同

士
を
大
切
に
す
る
権
利
が
し
っ
か
り
と
守

ら
れ
て
い
る
お
か
げ
な
の
だ
と
社
会
や
道

徳
の
授
業
で
勉
強
し
ま
し
た
。
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
限
り
自
由
に
生
活
で
き
る
権

利
、
誰
で
も
平
等
に
扱
っ
て
も
ら
え
る
権

利
、
困
っ
て
い
た
ら
社
会
に
助
け
て
も
ら

え
る
権
利
、
私
た
ち
が
、
当
た
り
前
だ
と

感
じ
て
い
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い
く
た
め



で
す
が
髪
が
長
い
方
が
い
ま
す
。
そ
う
い

う
方
た
ち
を
避
け
た
り
、
差
別
し
た
り
し

て
し
ま
っ
て
い
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
私
も
最
初
は
、
「
何
で
あ
の
人
・

・
・
」
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
で
す
が
、
こ
れ
も
こ
の
人
の
個
性

だ
し
、
髪
を
寄
付
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
と
思
う
と
気
に
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。
社
会
は
色
々
な
人
が
い
る
、
そ
う
改

め
て
思
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
項
目
が
入
っ
て
い

ま
す
。
日
本
の
中
で
は
最
低
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
課
題
を
乗
り
越
え
て
、
も

っ
と
社
会
が
生
き
や
す
く
な
る
よ
う
に
、

一
人
一
人
が
小
さ
な
努
力
を
で
き
る
と
良

い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
皆
さ
ん
は
、
信
号
機
の
な
い
横
断

歩
道
を
渡
ろ
う
と
し
て
、
車
が
き
て
、
車

に
停
ま
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？
私
の
経
験
で
は
、
運
転
手
の
方
が
、

目
で
合
図
を
し
て
く
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
停
ま
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
私

は
、
停
ま
っ
て
く
れ
た
後
は
、
お
辞
儀
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
長
野

県
は
９
年
連
続
で
車
の
停
止
率
が
一
位
で

す
。
お
辞
儀
を
す
る
こ
と
は
学
校
で
教
わ

っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
小
学
生
の
時
に
上
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なかよし標語イラスト

　
　
　
佐
久
穂
中
学
校
７
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
﨑
　
愛
菜

　
皆
さ
ん
は
、
「
人
権
」
と
聞
い
て
何
を

思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？
平
等
、
差
別
が
な

い
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
・
・
・
な
ど
色

々
な
こ
と
が
思
い
浮
か
ぶ
と
思
い
ま
す
。

人
権
は
、
人
が
人
ら
し
く
生
き
る
権
利
だ

と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
。

　
私
は
、
日
本
は
世
界
の
中
で
も
比
較
的

人
権
が
守
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
あ

る
時
、
社
会
の
授
業
で
ス
ラ
ム
や
難
民
と

い
う
こ
と
が
出
て
き
ま
し
た
。
日
本
で
は

美
味
し
い
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
、
学
校
に
通

え
る
。
自
分
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
こ

と
が
で
き
な
い
国
も
あ
る
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
日
本
で
も
、
ま
だ
ま
だ
人
権
侵

害
が
ゼ
ロ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
な
か
で
も

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
言
葉
を
私
は
最
近
よ

く
聞
き
ま
す
。
例
え
ば
街
中
に
は
、
男
性

と
、
例
え
ば
通
学
路
で
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
っ
た
ら
、
子
ど
も
の
人
権
が
守
ら

れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
私
は
思
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
暮
ら
せ
る
社

会
に
し
た
い
気
持
ち
は
み
ん
な
同
じ
だ
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
頑
張
れ
ば
こ
の
問
題

は
解
決
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
停
ま
っ
て

く
れ
な
い
人
た
ち
が
一
人
で
も
減
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
お
辞
儀
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
子
ど
も
の
人
権
か
ら
、

身
近
な
人
権
課
題
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

今
後
も
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
、
誰
も
が
幸
せ
な

暮
ら
し
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た

小
さ
な
努
力
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

級
生
を
見
て
、
私
も
真
似
し
て
や
っ
て
い

ま
し
た
。
私
も
車
の
助
手
席
に
乗
っ
て
い

て
お
辞
儀
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

心
が
ぽ
っ
と
温
か
く
な
り
ま
し
た
。
い
つ

も
運
転
手
の
方
は
こ
ん
な
気
持
ち
な
ん
だ

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
長
野
県
が
一
位
の

理
由
は
、
主
に
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
し
て

ゆ
ず
り
あ
い
を
し
て
い
た
り
、
お
辞
儀
を

し
て
い
た
り
し
て
、
運
転
手
が
「
ま
た
停

ま
っ
て
あ
げ
よ
う
」
と
思
え
る
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
お
辞
儀
を
し
た
方

も
さ
れ
た
方
も
い
い
気
持
ち
に
な
れ
る
、

あ
い
さ
つ
に
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
運
転
手
の
方
は
、
本
当
は
原
則
停
ま
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
す
が
、
長
野

県
で
も
停
ま
ら
な
い
人
が
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
を
人
権
と
結
び
付
け
て
考
え
て
み
る

身
近
に
あ
る
人
権
課
題



　

令
和
６
年
９
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約

受
付
の
試
行
運
用
を
実
施
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
４
月
か
ら
正
式
に
運
用
を
開
始
し

ま
す
。

　

４
月
か
ら
の
運
用
に
際
し
て
、
利
用
希

望
者
は
「
佐
久
穂
町
公
共
予
約
シ
ス
テ
ム

利
用
者
登
録
申
請
書
」
の
提
出
（
以
下
、

利
用
者
登
録
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
利

用
者
登
録
は
、
公
共
施
設
オ
ン
ラ
イ
ン
予

約
シ
ス
テ
ム
上
で
ご
案
内
す
る
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
フ
ォ
ー
ム
も
し
く
は
、
公
民
館
窓

口
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用
者
登

録
を
受
理
す
る
ま
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予

約
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
承
知
お
き
く

だ
さ
い
。
な
お
、
試
行
運
用
期
間
中
に
登

録
し
、
現
在
利
用
し
て
い
る
方
も
改
め
て

利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
対
象
施
設
は
、
生
涯

学
習
館
「
花
の
郷
・
茂
来
館
」
、
海
瀬
社

会
体
育
館
、
し
ら
か
ば
社
会
体
育
館
、
旧

中
央
小
学
校
体
育
館
、
海
瀬
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

千
ヶ
日
向
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
す
。

館 報 さ く ほ 令和７年３月19日（21）第119号

　

公
民
館
に
お
け
る
重
要
な
事
業
の
ひ
と

つ
に
人
権
同
和
教
育
に
関
す
る
講
座
が
あ

り
ま
す
。
茂
来
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る

「
人
権
同
和
教
育
講
座
」
と
地
区
公
民
館

を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
「
人
権
同
和
教
育

実
践
分
館
事
業
」
で
す
。
後
者
は
町
内
53

分
館
へ
出
向
い
て
行
う
出
前
講
座
で
、
毎

年
２
つ
の
分
館
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
本
郷
３
・
本
郷
４
・
大
張
・

中
尾
・
屋
敷
入
の
４
常
会
で
構
成
さ
れ
る

上
区
第
２
分
館
及
び
穴
原
分
館
に
お
い
て

２
回
ず
つ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
座
の
内

容
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
鑑
賞
で
、
上
区
第
２
分
館

で
は
９
月
１
日
（
日
）
に
「
言
葉
が
あ
る

か
ら
〜
無
自
覚
の
差
別
マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ

ッ
シ
ョ
ン
〜
」
及
び
11
月
17
日
（
日
）
に

「
あ
な
た
に
伝
え
た
い
こ
と
」
、
穴
原
分

館
で
は
12
月
１
日
（
日
）
に
「
ほ
ん
と
の

空
」
及
び
２
月
２
日
（
日
）
に
「
あ
な
た

に
伝
え
た
い
こ
と
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
教
材
は
、
佐
久
地
域
の
11
市
町

村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
佐
久
広
域
連
合
視

聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
借
用
で
き
ま
す
。

各
分
館
等
で
講
座
を
計
画
す
る
際
に
は
無

料
で
借
用
で
き
ま
す
の
で
、
公
民
館
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
の
11
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
歌
唱

教
室
（
全
７
回
）
の
発
表
会
を
１
月
25
日

（
土
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

メ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
発
表
を
行
い
、
16
名

の
参
加
者
が
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
ま
し
た
。

　

ご
家
族
や
一
般
の
来
場
者
延
べ
30
人
程

の
観
客
を
迎
え
た
中
、
発
表
者
は
堂
々
と

課
題
曲
を
歌
い
き
り
、
達
成
感
で
満
ち
溢

れ
て
い
ま
し
た
。
フ
イ
ナ
ー
レ
は
全
員
で

「
世
界
の
約
束
」
を
歌
い
、
教
室
を
閉
講

し
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
11
月
下
旬
か
ら
歌
唱
教
室
を

実
施
予
定
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

人
権
同
和
教
育
実
践
分
館
事
業

「歌唱教室発表会」
の開催

「
公
共
施
設

　
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
」
の

　
　
　
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

上区第２分館での様子

穴原分館での様子



さ
く
ほ
マ
マ
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
主
催
の

　
　

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

佐
久
穂
町
同
好
会
等
文
化
活
動
団
体
連

絡
協
議
会
に
所
属
す
る
「
さ
く
ほ
マ
マ
ヨ

ガ
サ
ー
ク
ル
」
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
ヨ
ガ

で
町
を
元
気
に
！
」
が
、
１
月
13
日
（
月
・

祝
日
）
に
、
茂
来
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
同
好
会
等
文
化
団

体
の
活
動
を
応
援
す
る
町
補
助
金
を
活
用

し
た
も
の
で
、
代
表
の
佐
々
木
智
美
さ
ん

を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ

り
企
画
運
営
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
千
葉
県
在
住
の
高
村
マ
サ
さ

ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、午
前
の
部
は「
骨

盤
か
ら
考
え
る
健
康
づ
く
り
」
と
題
し
て

尿
漏
れ
や
ポ
ッ
コ
リ
お
腹
対
策
を
テ
ー
マ

に
、
午
後
の
部
は
「
成
長
期
に
お
け
る
体

づ
く
り
と
ヨ
ガ
」
と
題
し
て
ス
ポ
ー
ツ
で

活
躍
す
る
た
め
の
体
づ
く
り
や
ゲ
ー
ム
・

Ｐ
Ｃ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
子
ど
も

の
姿
勢
へ
の
影
響
を
テ
ー
マ
に
ト
ー
ク
を

交
え
た
実
技
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
好

評
を
博
し
ま
し
た
。

同
好
会
の作

品

や

の

短
歌
俳
句

樹
歌
会
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代
代
の
番
人
の
ご
と
家
家
の
畔
に
稲
架
棒
小
屋
の
鎮
も
る

石
井
　
雪
子

ち
ち
、
は
は
の
残
し
て
く
れ
た
る
田
に
穫
れ
し
最
後
の
米
と
侘
び
つ
つ
供
え
る

市
川
エ
ツ
子

あ
あ
こ
こ
か
朝
一
つ
剥
く
り
ん
ご
ふ
じ
表
皮
の
傷
痕
カ
メ
虫
の
仕
業

加
藤
　
京
子

冬
の
陽
の
温
み
を
も
た
ぬ
庭
石
に
触
れ
つ
つ
思
ふ
こ
の
行
く
末
を

菊
原
　
泰
子

コ
ロ
ナ
禍
の
大
寒
中
に
母
は
逝
き
悔
い
い
っ
ぱ
い
の
命
日
が
ま
た

小
山
み
ち
子

七
草
を
刻
め
ば
か
す
か
匂
ひ
立
ち
と
ほ
き
記
憶
の
銅
壺
の
温
み篠

原
す
み
江

白
足
袋
の
小
鉤
ギ
ュ
ッ
と
押
し
込
ん
で
母
の
小
紋
で
冬
日
の
稽
古

高
見
沢
純
子

初
見
え
の
春
の
使
者
な
り
蕗
の
と
う
緑
や
わ
や
わ
直
売
所
に
は西

沢
　
　
槙

「
オ
レ
た
ち
は
ど
う
ボ
ケ
る
か
」
と
言
ひ
ゑ
み
の
満
面
な
れ
ば
春
は
日
毎
に

中
島
　
雅
子

ど
う
こ

高村マサさん（中央）とスタッフのみなさん骨盤から考える健康づくりの部



「
象
の
歯
の
化
石
」

象の歯の化石　出土地点

象の歯の化石（裏・側面）

町
指
定
文
化
財
の
紹
介 

④

象の歯の化石

　
み
な
さ
ん
は
佐
久
穂
町
に
象
の
歯
の
化

石
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
ま

た
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
本
物
は
現

在
茂
来
館
に
、
ま
た
本
物
そ
っ
く
り
の
レ

プ
リ
カ
は
ふ
る
さ
と
遺
産
収
蔵
館
（
旧
八

千
穂
中
学
校
）
に
厳
重
に
保
管
さ
れ
て
い

ま
す
。
見
た
こ
と
の
な
い
人
は
収
蔵
館
の

一
般
公
開
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
化
石
は
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）

七
月
二
十
日
、
中
畑
か
ら
佐
口
へ
通
じ
る

道
路
の
拡
張
工
事
の
際
に
、
十
二
明
神
付

近
の
崖
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
発
見
者

は
現
場
で
作
業
し
て
い
た
陳
慶
玉
氏
で
、

こ
の
不
思
議
な
石
を
当
時
五
年
生
の
息
子

権
伊
君
に
与
え
ま
し
た
。
権
伊
君
が
同
級

生
の
今
井
清
君
と
こ
の
石
で
遊
ん
で
い
る

の
を
清
君
の
父
親
の
利
忠
氏
が
見
て
、
こ

れ
は
た
だ
の
石
で
は
な
い
と
直
感
し
、
い

っ
し
ょ
に
学
校
へ
持
っ
て
行
き
、
長
坂
隆

治
校
長
に
見
せ
ま
し
た
。
長
坂
校
長
は
こ

れ
を
象
の
臼
歯
の
化
石
で
あ
る
と
判
断
し
、

さ
っ
そ
く
出
土
地
付
近
を
調
査
し
ま
し
た

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
こ
け
い

　
「
佐
久
穂
町
の
文
化
財
」

　
　
佐
久
穂
町
教
育
委
員
会
発
行

　
　
定
価
　
一
，
〇
〇
〇
円

　
　
茂
来
館
窓
口
で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

が
新
た
な
発
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
長
坂
校
長
は
地
質
学
者
で
あ
っ
た

飯
田
高
等
女
学
校
長
八
木
貞
助
氏
に
調
査

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
八
木
校
長

は
京
都
大
学
の
槇
山
次
郎
博
士
に
象
の
種

類
の
鑑
定
を
依
頼
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

今
か
ら
四
〇
万
〜
一
五
万
年
前
に
生
息
し

て
い
た
象
で
あ
る
ト
リ
ゴ
ン
テ
リ
ー
ゾ
ウ

と
同
定
さ
れ
、
「
エ
レ
フ
ァ
ス
・
ト
リ
ゴ

ン
テ
リ
ー
・
マ
キ
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

化
石
は
八
木
校
長
の
も
と
に
返
さ
れ
た
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
長
い
間
所
在
不
明
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
、
豊
原
良

剛
と
改
名
し
た
陳
権
伊
氏
が
母
校
を
訪
れ

て
、
自
分
が
寄
贈
し
た
象
の
歯
の
化
石
を

見
せ
て
ほ
し
い
と
申
し
出
ま
し
た
が
、
化

石
は
ど
こ
に
も
な
く
、
以
後
化
石
の
捜
索

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
八
木
校
長

が
い
た
飯
田
風
越
高
校
に
保
管
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
、
多
く
の
人
の
尽
力
を

得
て
、
半
世
紀
ぶ
り
に
八
千
穂
村
に
戻
っ

て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
化
石
は
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
も

の
と
す
る
見
解
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
最

新
の
分
析
に
よ
る
研
究
で
一
〇
〇
万
年
前

後
前
に
日
本
に
生
息
し
て
い
た
古
型
マ
ン

モ
ス
（
ム
カ
シ
マ
ン
モ
ス
）
の
幼
体
で
あ

る
と
断
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
文
化
財
保
審
議
委
員
　
出
浦
　
晃
彦
）
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　第20回分館対抗・交流ラージボー
ル卓球大会が、２月９日（日）にしら
かば社会体育館で開催されました。
　15分館15チームが４ブロックに分
かれ熱戦を繰り広げました。

茂来館開館20周年を記念した各講座が好評でしたので、令和７年度も講座を開設します。
この機会にぜひ体験してみてはいかがでしょうか。

１

２

３

４

宿岩

下畑

上区第２

佐口

順位 Ａブロック

畑ヶ中

高野町第１

大門高根

上畑

Ｂブロック

四ツ谷

中央

八郡

千ヶ日向

Ｃブロック

高野町第３

穴原

川久保

Ｄブロック

分館対抗・交流ラージボール卓球大会

ステンドグラス講座・ミュージックベル講座の予定

ミュージックベル講座
色音符を使って楽しむコースと楽譜を使っ
て奏でるコースの２つのコースを設けます。

●第１回講座
日　　時　４月27日（日）
　　　　　①楽しむコース13：30～14：45
　　　　　②奏でるコース15：00～16：00
場　　所　茂来館視聴覚室
参 加 費　無料
募集定員　20名程度
募集開始　４月１日

ステンドグラス講座
●第１回講座（傘・アンブレラづくり）
日　　時　６月８日（日）
　　　　　13：00～16：00
場　　所　茂来館創作室
参 加 費　2500円（材料費）
募集定員　16名
募集開始　５月１日



館 報 さ く ほ 令和７年３月19日（25）第119号

スポーツ振興くじ助成金を活用して
元気が出る公園テニスコート（人工芝）を
整備しました！

　元気が出る公園テニスコート（人工芝）の改修工事が、１月21日（火）に完了しました。
　当該施設は、町内・外に関わらず、多くの方々にご利用いただき、毎年小規模な修繕を繰り返
しながら管理・運営をしてきました。しかし、近年は経年劣化による芝の摩耗が激しく、年々修
繕個所も広範囲になり、町の財政も厳しい中、利用者の安全を確保するのが難しくなってきてい
ました。そこで、今年度に「スポーツ振興くじ（ｔｏｔｏくじ）助成金」を活用し、人工芝のテ
ニスコート３面分を張り替えました。
　新しいコートで安全に楽しくプレーしていただけます。

※スポーツ振興くじとは
　スポーツ振興くじは、子どもか
らお年寄りまで、誰もが身近にス
ポーツに親しめる環境整備や、国
際競技力向上のための環境整備な
ど、新たなスポーツ振興政策を実
施するため、その財源確保の手段
として導入されたものです。

・助成区分　地域スポーツ施設整備助成
・事業細目　人工芝生化改設
・事 業 名　令和６年度長野県佐久穂町
　　　　　　元気が出る公園テニスコート
　　　　　　人工芝生化改修事業
・助 成 金　１６５８万円（交付決定額）

（完成後）

（施行中）



館 報 さ く ほ令和７年３月19日 第119号（26）

令和７年度 佐久穂町公民館等行事予定表

宮田三郎木版画展（４/11～５/６）、ウオーキング教室①（13日）、美術館作品展示
替（14日）、第１回分館長会議（17日）
春の読書週間・雑誌リサイクル他（４/26～５/11）、ミュージックベル①（27日）
ウオーキング教室②（18日）、こども公民館開講（18日、24日）
ミュージックベル②（25日）、茂来クラブ①ちくおんき演奏会1/２（31日）
分館対抗・交流ソフトボール大会（１日）、ステンドグラス①傘1/1（８日）
人権同和教育講座①（13日）、わくわくチャレンジ教室①（14日）、文化芸術講座
①「黒沢大陸」（15日）、ミュージックベル③（15日）
ウオーキング教室③（22日）、茂来クラブ②ちくおんき演奏会2/2（22日）、ブック
スタート「絵本を歌おう」コンサート（未定）、美術館クラシックコンサート（未定）
こども劇場（６日）、町民ゴルフ大会（６日）、ステンドグラス②SUNキャッチャー
1/1（６日）
茂来クラブ③（12日）、わくわくチャレンジ教室②（12日）、分館対抗・交流バレ
ーボール大会（13日）、人権同和教育講座②（13日）、美術館作品展示替（14日）、
さくほスタインベルクピアノコンサート①「兎束康雄」（20日）、ウオーキング教室
④（20日）
さかな釣り教室（21日）、むかたん一般公開①（26日）、ミュージックベル④（27日）
美術館（８月は無休で開館）、茂来館夏まつり（３日）、わくわくチャレンジ教室③
（９日）、とちの実おはなし会スペシャル（９日）、人権同和教育講座③（10日）、
むかたん大学（未定）
二十歳を祝う会（15日）
職場交流スポーツ大会（24日）、茂来クラブ④（24日）、ステンドグラス③ランプ
シェード1/3（24日）、文化芸術講座②「増野和彦」（31日）、ミュージックベル⑤
（31日）、ウオーキング教室⑤（31日）
わくわくチャレンジ教室④（６日）、さくほスタインベルクピアノコンサート②「小
林洋子」（７日）、ステンドグラス④ランプシェード2/3（７日）
人権同和教育講座④（12日）、３×３バスケットボール大会（13日）、美術館池坊
東信支部華道展（13～15日）、ウオーキング教室⑥（14日）
ミュージックベル⑥（28日）
ステンドグラス⑤ランプシェード3/3（５日）
スポーツDAY（11日）、ミュージックベル⑦（12日）、茂来クラブ⑤（13日）、文
化芸術講座③「坪根徹」（13日）、むかたん一般公開②（18日）
町民ハイキング（25日）、人権同和教育講座⑤（26日）、假屋崎省吾花育講座（佐
久穂小５年生 31日）
佐久穂町文化祭（１～３日）、假屋崎省吾氏華展美術館内（１～９日）、秋の読書週間
（１～16日）、わくわくチャレンジ教室⑤（８日）、スマイルボウリング大会（８日）、
南佐久郡総合文化展（８～９日）
とちの実おはなし会（15日）、スタインベルクピアノリレーコンサート（16日）、
ミュージックベル⑧（16日）、美術館作品展示替（17日）
人権同和教育講座⑥（23日）、ステンドグラス⑥クリスマスツリー1/1（30日）、歌
唱教室開校（未定）
わら細工教室（７日）、わくわくチャレンジ教室⑥（７日）
とちの実おはなし会スペシャル（13日）
スキー教室（21日）、ミュージックベル⑨（21日）、第２回分館長会議（未定）、
茂来館年末年始休館（12/28～１/５）、美術館年末年始休館（12/28～１/３）
誰でも学べる古文書教室開講（１月～３月未定）
ミュージックベル⑩（11日）、さくほスタインベルクピアノコンサート③「浅尾真実」
（18日）
歌唱教室発表会（24日）、芸能鑑賞会（25日）、ステンドグラス⑦桃の節句1/2（25日）
分館対抗・交流ラージボール卓球大会（８日）、ステンドグラス⑧桃の節句2/2（８日）、
ミュージックベル⑪（８日）、冬の読書週間　本のリサイクル市（未定）
茂来館冬まつり（15日）
美術館佐久穂町華道展（21～23日）
文化芸術講座④「蒼い記憶 上映会」（１日）、町民ソフトバレーボール大会（８日）、
さくほスタインベルクピアノコンサート④「福本純也」（８日）
茂来クラブ⑥（15日）
ステンドグラス⑨端午の節句１/１（22日）

※上記の予定は、４月開催の公民館運営審議会及び分館長会議で正式に決定されます。日程及び内容については、変更する場合があります。
　ご容赦ください。
問合せ先　佐久穂町生涯学習館「花の郷・茂来館」　〒384-0503長野県南佐久郡佐久穂町大字海瀬2571 
　　　　　TEL：■茂来館代表佐久穂町公民館 0267-86-2041 ■佐久穂町図書館 0267-86-7021 
　　　　　　　■奥村土牛記念美術館（美術館） 0267-88-3881 ■ふるさと遺産収蔵館（むかたん） 0267-88-7134 

第35回ツール・ド・八
ヶ岳（13日）

環境美化運動（25日）

粗大ごみ収集（14日）

総合防災訓練（31日）

粗大ごみ収集（11日）
福祉と健康のつどい（19日）

うまい米コンテストin佐久穂（６日）

消防団出初式

第19回人権フェスティ
バルin佐久穂（１日）

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

役場等の行事内　　容時期

中旬

下旬
中旬
下旬
上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬
上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬
中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬
下旬

上旬

中旬
下旬

月



これからのイベント
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図書館だより 佐久穂町図書館（℡0267-86-7020） 

こども★としょかんクイズラリー

春の読書週間

「館報佐久穂第118号」でご紹介した【 りんごの棚 】
ですが、現在は常設していません。
　　　

↓
　この［リンゴの棚マーク］を目印に

　　　　　書架にある本をさがして
　　　　　みてください。

開催日　４月26日、27日、29日
　　　　５月３日、４日、５日、６日
　中学生以下のこどもが対象です。
　期間中１人１回挑戦できます！

雑誌リサイクル
年３回行っている第１回目です。
雑誌の種類は館内のチラシをご確認
ください。

本を借りるときは利用者カードが必要です。（佐久穂町図書館と共通のカードです） 
読みたい本がありましたら、お気軽にお声がけください。電話での本の予約、リクエストをお受けします。
図書館が休館日のときは、巡回もお休みです。ご不明な点がありましたら、佐久穂町図書館へご連絡ください。

※天候等により停車時間が前後する場合がありますのでご了承ください。また、荒天のときは、巡回を
　中止する場合があります。       

令和７年４月～９月移動図書館車巡回日程
毎週（都合により巡回しない日もあります）

育児相談日

毎週（都合により巡回しない日もあります）

八千穂保育園
佐久療護園
愛の郷・グループホーム
千曲園
筆岩　旧集乳所
穴原公民館
陽だまりの家　宮前
しらかば社会体育館
こどもセンター
佐久穂町役場
かさなり
川久保集落センター
旧JA佐久浅間大日向支所
栄保育園
愛の郷・特養
陽だまりの家　海瀬
城山公民館
マルヒデ上区店
羽黒下駅
花岡公民館

1
1
2
3
4
5
6
7
1
2
3
4
5
6
1
2
3
4
5
6

（火）

（水）

（木）

（金）

15：40～16：00
10：10～10：40
10：45～11：00
13：35～14：05
14：35～14：50
15：05～15：20
15：30～15：45
15：50～16：10
10：35～11：30
12：40～13：10
13：20～13：35
13：40～14：00
14：10～14：20
15：40～16：00
10：30～11：00
13：30～13：40
13：50～14：05
14：15～14：30
14：40～14：55
15：35～15：50

３日
17日

４日
18日

５日
19日

６日
20日

７日
21日

８日
22日

９日
23日

10日
24日

11日
25日

４日
18日

５日
19日

６日
20日

21日

22日

９日
23日

９日
23日

10日
24日

11日

巡回場所No.コース 時間 ９月８月７月６月５月４月

A
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
B
コ
ー
ス
　
　
　
　
　 

C
コ
ー
ス

★図書館が明るくなりました★
令和５年度、６年度の２年かけて、照明のLED
化工事を行いました。
年々暗くなる館内に「節電しているの？」など
のお声をいただいたこともありました。が、「床
をみがいたの？」「明るくなりましたね」と最近
はそんなお言葉をいただきました。
ぜひ、明るくなった図書館へおでかけください。



ないとう　あつこ

内藤 敦子さん

●
取
材
・
文
／
中
村 

仁
（
ラ
イ
タ
ー
、
八
千
穂
高
原
在
住
）

第96回

「
鉄
道
模
型
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
が
〝
帰
り
た
く
な
ー

い
！
〞
っ
て
お
か
あ
さ
ん
に
ダ
ダ
を
こ
ね
る
と
、
本
当
は

い
け
な
い
ん
で
す
け
ど
、
内
心
〝
や
っ
た
ー
っ
〞
っ
て（
笑
）。

電
車
目
線
で
姿
勢
を
低
く
し
て
、
ジ
オ
ラ
マ
を
見
る
子
が

い
た
り
す
る
と
、
う
れ
し
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
ね
」

「
鉄

し
ち
お

ゆ
き
え

じ
ょ
う
の
す
け

「ちっちゃい子どももできるように、スイッチを押せば勝手に
機関車が走る、そんなふうにしたいと思っています」＝茂来館

親子で鉄道模型を10年。子どもたちのキラキラした目を見るのが好き--

1968年東京生まれ。３歳のとき小諸に
移住。高校卒業後、就職のため上京する
が身体を壊して帰郷し、佐久市内の企業
に勤める。息子が鉄道模型好きだったこ
とからジオラマを作り、親子でお祭りな
どのイベントに出店し10年になる。かつ
て小海線を走っていたSL「高原のポニー」
も、最近鉄道模型のラインアップに加わ
った。「おじいちゃんが昔これに乗って
臼田の学校まで通っていたそうです」。
SE兼プログラマー（自営）。花岡在住。

　
　
　
　

道
模
型
（
Ｎ
ゲ
ー
ジ
）
の

　
　
　
　

魅
力
は
懐
か
し
さ
か
な
？

　
　
　
　

ミ
ニ
チ
ュ
ア
っ
て
、
レ
ト

ロ
な
感
じ
が
す
る
ん
で
す
よ
ね
」

　

親
子
で
鉄
道
模
型
・
ジ
オ
ラ
マ
を

始
め
て
十
年
。
茂
来
館
夏
ま
つ
り
、

町
民
文
化
祭
、
冬
ま
つ
り
な
ど
に
出

店
し
、
鉄
道
好
き
の
子
ど
も
た
ち
の

人
気
を
集
め
て
い
る
。

　

低
い
モ
ー
タ
ー
音
を
響
か
せ
て
走

る
ミ
ニ
チ
ュ
ア
（
一
五
〇
分
の
一
縮

尺
）
の
新
幹
線
や
機
関
車
、
Ｓ
Ｌ
た

ち
鉄
道
模
型
。
そ
の
列
車
や
線
路
、

鉄
橋
を
ビ
ル
や
畑
な
ど
の
風
景
̶
̶

ジ
オ
ラ
マ
が
彩
る
。
Ｎ
ゲ
ー
ジ
の
由

来
は
、
線
路
の
幅
（
九
ミ
リ
）
か
ら

来
て
い
る
。

　

鉄
道
模
型
は
息
子
さ
ん
か
ら
引
き

継
い
だ
ば
か
り
。
だ
が
、
ジ
オ
ラ
マ

は
敦
子
さ
ん
が
最
初
か
ら
作
っ
て
き

た
。
ビ
ル
群
の
あ
い
だ
に
ち
ょ
っ
と

レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
の
商
店
街
が
見
え

る
。
ン
？　

東
町
商
店
街
？

「
そ
う
な
ん
で
す
。
地
元
の
お
ば
さ

ま
た
ち
が
そ
れ
を
見
つ
け
る
と
〝
あ
、

こ
こ
は
あ
の
店
、
こ
こ
は
あ
の
店
〞

っ
て
、
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
す
」

　
　
　
　
　
　

†

　

始
め
た
の
は
、
息
子
の
丞
之
介
さ

ん
が
小
五
の
頃
。
五
百
円
玉
を
握
り

し
め
て
近
く
の
お
祭
り
に
行
っ
た
も

の
の
、「
何
も
遊
ぶ
も
の
が
な
か
っ
た
」

と
つ
ま
ら
な
そ
う
に
帰
っ
て
き
た
。

野
沢
の
お
祭
り
と
か
ち
あ
っ
た
た
め

に
出
店
が
出
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。

す
る
と
、
「
じ
ゃ
あ
、
お
母
さ
ん
が

遊
ぶ
と
こ
ろ
を
作
っ
て
あ
げ
る
よ
」。

　

モ
ノ
作
り
は
昔
か
ら
得
意
だ
っ
た
。

「
節
約
し
て
い
た
と
き
、
私
の
洋
服

を
こ
わ
し
て
、
子
ど
も
の
服
を
、
パ

ジ
ャ
マ
か
ら
何
か
ら
作
っ
て
い
た
ん

で
す
よ
。
そ
の
と
き
、
靴
以
外
は
何

で
も
作
れ
る
な
っ
て
」

　

出
来
上
が
っ
た
の
は
ジ
オ
ラ
マ
。

そ
の
ジ
オ
ラ
マ
の
中
を
、
息
子
さ
ん

の
鉄
道
模
型
が
走
り
ま
わ
っ
た
。
す

る
と
、
「
お
母
さ
ん
、
す
ご
い
！
」

と
喜
ん
で
く
れ
た
。

「
息
子
が
ホ
メ
て
く
れ
た
の
が
す
ご

く
う
れ
し
く
て
。
精
神
的
に
少
し
弱

っ
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
の
で
、

前
向
き
に
な
れ
ま
し
た
」

　

い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
友
だ
ち
も
ホ
メ

て
く
れ
た
。

「
何
の
た
め
に
こ
れ
を
や
っ
て
い
る

か
と
い
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
に
ホ
メ

て
も
ら
い
た
い
か
ら
。
鉄
道
模
型
で

遊
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
の
目
っ
て

キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」

　

ジ
オ
ラ
マ
が
で
き
る
と
息
子
さ
ん

は
、
得
意
の
機
関
車
の
分
解
・
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
そ
れ
ま
で
以
上
に
力
を

入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
夏
祭
り
が

来
る
と
、
東
町
商
店
街
の
空
き
店
舗

や
倉
庫
を
借
り
て
出
店
し
、
息
子
さ

ん
も
手
伝
っ
た
。　

　
　
　
　
　
　

†

　

敦
子
さ
ん
の
ジ
オ
ラ
マ
作
り
の
ル

ー
ツ
、
そ
れ
は
亡
く
な
っ
た
父
親
の

七
男
さ
ん
だ
。
モ
ノ
作
り
が
大
好
き

だ
っ
た
七
男
さ
ん
は
あ
る
と
き
風
呂

場
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
小
さ
な
ジ
オ

ラ
マ
を
作
っ
た
。
敦
子
さ
ん
が
小

学
校
の
頃
だ
。
山
や
自
然
の
風
景

を
再
現
し
た
、
〝
銭
湯
の
ペ
ン
キ

絵
〞
の
立
体
版
だ
。

「
ジ
オ
ラ
マ
が
い
い
な
と
思
っ
た

の
は
そ
の
と
き
か
ら
で
す
ね
」

　

数
十
年
後
、
今
度
は
敦
子
さ
ん

が
そ
れ
を
作
る
番
に
な
っ
た
。

「
使
う
の
は
お
金
の
か
か
ら
な
い

廃
材
や
端
材
。
作
る
の
が
楽
し
い

か
ら
作
れ
る
も
の
は
買
っ
た
り
し

ま
せ
ん
」

　

鉄
道
模
型
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に

な
っ
た
の
は
、
息
子
さ
ん
が
家
を

離
れ
る
か
ら
だ
。
息
子
さ
ん
も
モ
ノ

作
り
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受
け
継
ぎ
、
ギ
タ

ー
制
作
の
専
門
学
校
に
学
び
、
今
春

楽
器
メ
ー
カ
ー
に
就
職
す
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
が
近
づ
く
と
、
準
備
に

大
忙
し
と
な
る
。
そ
ん
な
敦
子
さ
ん

を
見
て
母
親
の
幸
恵
さ
ん
が
言
う
。

「
お
父
さ
ん
の
子
だ
ね
」

　

そ
の
七
男
さ
ん
は
最
晩
年
、
敦
子

さ
ん
が
出
店
す
る
会
場
を
車
い
す
で

見
に
き
て
一
言
い
っ
た
。「
ス
ゴ
イ
ね
」

「
鉄
道
模
型
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も

が
〝
帰
り
た
く
な
ー
い
！
〞
っ
て
お

か
あ
さ
ん
に
ダ
ダ
を
こ
ね
る
と
、
本

当
は
い
け
な
い
ん
で
す
け
ど
、
内
心

〝
や
っ
た
ー
っ
〞
っ
て
（
笑
）
。
電

車
目
線
で
姿
勢
を
低
く
し
て
、
ジ
オ

ラ
マ
を
見
る
子
が
い
た
り
す
る
と
、

う
れ
し
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
ね
」

　

今
、
凝
っ
て
い
る
の
は
〝
山
〞
作

り
。
「
山
の
中
腹
に
居
酒
屋
も
作
り

ま
し
た
（
笑
）
。
佐
久
穂
小
中
、
大

日
向
小
中
も
作
り
た
い
で
す
ね
。
子

ど
も
た
ち
が
絶
対
喜
ん
で
く
れ
る
は

ず
だ
か
ら
。
そ
れ
と
茂
来
館
。
こ
の

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
か
ら
」
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